
あくなき情熱で、
ヒット商品を
産み出す

■  　　客を飽きさせない商品の数々
　武家屋敷や桜で知られる角館。特に「桜まつり」の

時期はどっと人が押し寄せる。角館駅前の「ゆかり堂

製菓」は、土産品を求めるお客さまで連日混み合う。

　同社は、仙北市角館町に本社工場を構え、直営店

は3店舗。角館駅前に駅通店、国道46号沿いに西長

野店、大仙市鑓見内に大仙店がある。製造する菓子

の7割は、県内外の百貨店、スーパーマーケット、土

産店などへの卸販売や委託販売。全国のさまざまな

業態で販売されている。

　商品は、「落葉かりんとう」はじめ、パリッと食感の「う

す葉かりんとう」、唐辛子の辛味が後をひく「ぴり辛か

りんとう」、「野菜かりんとう」シリーズなど、かりんとう

類が主力。今川焼き風の「武家まん」や、「桜まんじゅう」

や「桜もろこし」などの桜シリーズ、さらには伝統菓子

　「みちのくの小京都」として、秋田県を代表する観光地であ

る仙北市角館。1962年の創業以来、この地で53年。看板商

品の「落葉かりんとう」で親しまれ、秋田を代表する菓子店と

して知られているのが「ゆかり堂製菓」だ。

「なると餅」や「えびす餅」まで、種類は和菓子全般に

わたる。加えて、年に数回は新作を発表。数え切れな

いほどのアイテムだ。こうした飽きさせない商品づくり

が、観光客のみならず、地元客までをも魅了する。店

の長い歴史に胡座をかくことなく、常に貪欲に、お客

様が喜ぶ菓子を追求してきた。

■ 　　真似のできない味を目指して
　矢継ぎ早にヒット商品を生み出してきたのが、アイ

デアマンである小野寺文雄社長。「四六時中、菓子の

ことばかり考えている」と話す。日常の何気ない景色

や世相をヒントに案を出し、現場スタッフが理想の味

を探して試行錯誤を繰り返す。ヒットまでの道のりは

簡単ではないが、新商品開発の手を休めることはな

い。「ほかの店では真似のできない商品。真似のでき

〒014-0347  秋田県仙北市角館町小勝田段の平2-6
Tel.0187-54-3160　Fax.0187-54-3180
http://www.yukarido.com
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有限会社  ゆかり堂製 菓

● 設　立／平成2年12月
● 資本金／300万円

● 従 業 員／73人
● 事業内容／菓子の製造・販売 
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ない味。ここだけの味を作っていかなければ」。小野

寺社長の菓子作りに対する情熱が、言葉の端々ににじ

み出る。

　“ここだけの味”を追究する姿勢は、素材選びにも

表れている。同社の製品は、小麦粉や小豆など素材

は商品ごとに厳選。例えばかりんとう…商品毎に小麦

粉の配合を変え、軽い後味と食感の良さを求めて同

社用に調合した特製の食用油を使い、その油の鮮度

にもこだわっている。

　こうした努力が実を結び、今では従業員数73人を

数えるが、もともとは小野寺社長一人の小さな菓子工

房から始まった。

　旧田沢湖町の農家に生まれ、19歳から角館の和菓

子店で修業。1962年、24歳の時に独立し「小野寺

菓子店」を開いた。当初は、店舗は持たず工場のみ

の営業だった。

　その後、奥さんの幸子さんと結婚し、そこからは夫

婦二人三脚。1990年に「有限会社ゆかり堂製菓」と

して法人化。そして直営店第一号となる駅通店をオー

プン。「子供を背負いながら仕事場に立つ毎日。家事、

子育て、仕事と大忙しだったが、若かったから頑張れ

た」と当時を懐かしむ幸子さん。

　当センターの設備貸与制度を利用するなどして、

年々製造規模を拡大していった。

■　　昔ながらの作業を守る
　名物「落葉かりんとう」は、小野寺菓子店時代から

40年以上続くロングセラー。丸まって落ちていた木の

葉をヒントに、手作業によりひねりを加えた独特の形

と、中を空洞に仕上げたサクッとした食感を編み出し

た。砂糖蜜または黒砂糖蜜の柔かな甘みと小麦粉の

香ばしさを生かすように、随所までこだわり抜いた一

品だ。今や、1日10,000袋もの生産量を誇るが、作

業は開発当時と変わらず、スタッフが１本１本手でひ

ねって作っている。会社の規模は大きくなれど、昔な

がらの菓子屋の味、職人の心は決して忘れない。

　「都会から来たお客様が、当社の商品のファンなん

ですと声をかけてくださったり、お礼の手紙をくださる

方がいたり。そうした想いに触れるたび、涙が出るく

らいうれしくて」と幸子さん。“ここだけの味”はここだ

けに留まらず、全国各地に菓子の縁を届けている。

代表取 締役　小野寺 文雄
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かりんとうから生菓子まで数え切れないほどの商品が並ぶ（駅通店）。

駅通店は、角館駅から徒歩5分の場所にある。

本社工場で。手作業で丁寧に袋詰めする。

完成したかりんとうの選別作業。仕上がりをチェックする。

角館に伝わる郷土菓子、「なると餅」（写真下）と「えびす餅」。

「落葉かりんとう」や「うす葉かりんとう」は、不動の人気商品。
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